
2.琵琶湖のフ力サギの基礎的知見(概要報告)

井出充彦

1994年度の水生生物の生息状況調査|こおいて、琵琶湖でのワカサギHypomesustranspa-

cificus nipponensisの増加が示唆され芝万、フ力サギは湖沼lこ陸封されだアユと共存する

場合巴括抗関係巴ある可能性が指摘されており1)、琵琶湖でもアユ資源への影響ガ心配され

る。そこで、フカサギの琵琶湖巴おける漁獲状況を把握するをめ、聞き取り調査を行うと

とも|こ、琵琶湖内での生態把握の基礎資料とするため、えりや沖曳網で採捕され芝標本|こ

ついて、成長、成熟、胃内容物を調査し定。さら|之、琵琶湖での再生産を確認する定め産

卵場の調査と、その後の稚魚の分布調査を行った。ここでは、 1994年夏期から1995年6月ま

での基礎調査の概要I~ついて報告する。

(1)調査方法

1)漁獲状況の聞き取り

1994年11月、琵琶湖沿湖の沖曳網(底曳網)漁を行っている漁協のうちの9漁協!こ赴き聞き

取りを行つを。

2)成長および成熟

1994年度の水生生物生息状況調査で得られ左標本および彦根市磯田漁業協同組合(以下機

田漁協)から提供を受けたえりおよび沖曳網で採捕された標本を用いた。いずれも10%ホル

マリンで固定し左ものを試料としだ。

3)胃内容物

1994年11月21日!こ長浜市沖で沖曳網!こよる水生生物の生息状況調査で採捕され芝標本52

尾と、磯田漁協より提供を受け左標本のうち1995年2月8日|こ彦根市地先で沖曳網で採捕さ

れ左 19尾を使用しだ。標本は前者は取り上げ直後|之、後者は帰港後直ち1~10%ホルマリン

で固定しを。その後、水産試験場!こて胃袋をとり出しシャーレ上で内容物を洗い出した上

で、内容物の種類判別と個体数の計数を行った。

4)産卵場調査

一般|之フ力サギは湖岸や流入河川およびその河口付近の砂傑底などを怒んで産卵すると

いわれていることから、調査範囲は原則として河川の河口部とその付近の湖岸および河口

から上流約1km区間とした。をだし、 1km区間巴瀬ガ怠い場合は少怠くとも最初の瀬までを

調査区間としを。産卵基体と考えられる砂磯怠どを徒手採集し卵の有無を確認し怠がら、

産卵範囲を確定しだ上で、直径10cm、深さ10cmの円筒を産卵基体中区埋め、その中の産着

卵を計数すること|こより産着卵密度を求め定。調査した河川は北湖の主要一級濁川で、天

野J11・芹川 (1995年3月17日)、和遁川・愛知川・宇曽川(同3月22日)、安曇川・野洲川
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(同3月24日)、知内川・塩津大川・姉J11 (同3月30日)、犬上川(同3月31日)の11河川で

ある。ま芝、ワカサギの産卵行動は日没後巴行われるといわれているが2)、親魚の遡上を確

認する定め巴、知内川下流!こおいて1995年4月3日の19時から21時45分の内の計70分間、魚

類調査用工レクトリック・シヨツカーを用いて親魚の採捕を試み走。

5)仔稚魚分布調査

仔稚魚期のワカサギは、朝夕は沿岸一帯で群れて摂餌することから2)、1995年6月|こ琵琶

湖一円の沿岸部巴おいて、小型曳網(袋網部1xO. 9m角ロ奥行1.7m 1nm角もじ網片袖の長

さ2.5m)I，こよって採集調査を行つ定。曳網方法は袖網の両端をそれぞれ1人ガ捲ち、調査地

点ガヨシ帯の場合は、ヨシ帯の前面やや沖側からヨシ帯内ヘ向かつて追い込み怠がら袖網

でヨシを巻いた後、ヨシ帯内I~隠れたものを袋網ヘ追い出す万法を、岩礁地帯や磯浜の場

合は、やや沖側から岩場の狭所や湖岸ヘ追い込む方法をとっ定。曳網範囲はおよそ12rrfと

怠るよう巴調節しを。

(2)調査結果

1)漁獲状況の聞き取り

調査し左9漁協のうち8漁協!こおいてフ力サギガ例年|こ出べて多<漁獲されてい定。 10月

頃巴始まつ定沖曳網Eよる1日1隻当たりの漁獲量は多い漁協で最大時201"J50Kg、少ない漁

協で平均21"J3尾と、漁協巴よって漁獲量!こ差がみられ走。まとまって漁獲されるところで

は、市場巴販売している漁協もあっ左万、フ力サギねらいで漁巴出ることはなく、ホンモ

ロコやスゴモロコ怠どをねらって混獲されるものであっ定。 1993年頃から増え始めたとい

う意見も聞かれ走。
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1994年11月21日の97聞から1995年2月23日の

112mrnまで順次成長し定。ちなみ|之、 1994年

度の水生生物生息状況調査で得られを余呉

湖のフカサギの体長組成を示すと図2のよう

I~なる〈平均体長59mrn)。これと琵琶湖の同

時期のものと出較すると(図1参照)、琵琶湖

のものは余呉湖のもの巴出べて2倍近い体長

であり、成長の良さがうかがえる。これら

のことから餌料生物の量は十分存在してい

るものと思わる。

彦根市地先で採捕されを(1994年11月21日

のみ長浜市沖)フ力サギの雌の生殖腺体指数

(G. s. 1. )の経日愛化を示し芝ものが図3であ

る。左芝し、この場合の生殖腺重量|こは腹

腔中!こ排卵された卵の重量も含んでいる。

このよう|こG.S. 1.は1月下旬から急速区増大

し、平均値ガ約221こなる3月初旬まで増加す

る。その後は3月20日頃まではほぼ一定であ

るが、 3月9日頃から産卵後の個体が出現し

始め、 4月以降は産卵後の個体のみとなる。

この図から産卵盛期はG.S. 1.の平均が約22と

なりかつ産卵後の個体が出現し始める3月10

日頃から産卵後の個体のみ!こなる以前の3月

20日頃までと推定できる。

3)胃内容物組成

1994年11月21目、長浜市沖!こて沖曳網で採

捕され定フカサギ52尾(平均体長97mrn)の胃内

容物は個体数で、端脚目(アナンデールヨコ

工ピ)、榛脚目(ヤマトヒゲナガケンミジンコ

怠どのケンミジッコ類)、枝角白(ハリナガミ

ジンコ怠どのミジンコ類)、魚類の順で多

<、それぞれ36.7%、25.5%、17.2%、

8.5%であっ定。このうち形態から魚類のほ

とんどはアユ幼魚(滋賀県では一般lこヒウオ

と呼ばれている)と思われ、 52尾中24尾万捕
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食していだ。捕食されだ魚類はフカサギ1個体当走り1尾程度であるが、目測12.よる胃内容

物の容積出率では80.%以上を占めていた。琵琶湖では秋期巴アユの倍稚魚ガ大量巴発生す

る定めこれらが良野怠餌料となり、産卵期前の成長を聞けているものと思われる。

1995年2月8目、彦根市八坂町地先巴て採捕されだフ力サギ19尾(平均体長114nm)の胃内容

物はほとんどが端脚目(93.5施)であり、魚類を捕食してい左個体Ict1尾であつを(図4)。

4)産卵場調査

調査し定11河川のうち、産着卵のみられ芝河川は和、遭川、安曇川、知内川の3河川で、湖

岸では確認でき怠かつを。主|こ河口から上流1'"1. 5km以内の磯が主体の瀬で産着卵があっ

定万、水深ガ数cm程度の浅い瀬や、流れの出較的早い瀬では少ないようであっ定。ま芝、

瀬と瀬の閣の流れの緩い場所でも密度は低いが産着卵がみられだ。怠お、知内川では河口

より約0.8km上流|之設置してある水面落差約1mの梁(主|之遡上アユの採捕を目的としてい

る)で親魚の遡上が拒まれているようであり、梁から下流30mまでの区間の磯底巴産着卵の

密度ガ高かっ左ことと出較して、梁の上流では産着卵は確認できなかっ定。産着卵が見ら

れだ範囲内の産着卵の密度は知内川ガ最も高<和遁川、安曇川の順で低くなっていを。ま

定、合回は増水のため確認でき怠かつだが、姉川でも梁を管理する漁業者12.よって親魚の

遡上が確認されている。舎回の調査は産卵後期と思われる時期12.行つ左定め、最盛期!こは

さら区多くの河川や湖岸で、また、広範囲で産卵があつだと思われる。表112.調査結果をま

とめた。

表1 ワカサギの産卵調査結果

1-1 産着卵の有無と状況

調査年月日 調査河川 河川(t水)温

95/03/17 (天米原野川町}
12.4 

H 
〈彦芹根川市) 12.2 

95/03/22 
(志和賀誼町JM} 13.7 

H 
〈彦愛根知川市) 12.4 

H 
(宇彦根曽川市)

95/03/24 (守野測山川市} 13.4 

M 

(安安l川川町)
9.3 

95/03/30 (マ知キ内ノ川町〉 9. 0 

H 
(塩西樟浅大井川町}

9.8 

H 
(び姉わ川町}

95/03/31 {彦犬犠上市川} 10.6 

認産着の卵有確無

無

無

有

無

無

無

産卵場所の状況

水深5cm以上の諜底の瀬に多い。
瀬と甑の聞の流れの緩い場所に
も密度は低いが産着卵がみられ
た.

備考

水量多く流れが速い。藤忠

水量やや多く涜れ早い(濁水)。
離底。

水量多い。瀬は広く浅い(水深
5c叫A下)0礎底。
瀬は粘土質.

様、砂、粘土底.

有 様底.密度低く範囲狭"'0 北舟木漁協の梁に9:Tfずが入ると
のこと.

有

無

関査不能

無

穣及び泥混じりの砂礎底.梁下発眼卵が多い.
に特に多い.
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堅〈締まった穣底.流れ速い.

甫浜漁協の梁にヲ量判'が3月中に
多いときで1日1∞尾程度入った
とのこと.
水量多く流れ速い.河口よりlkm
上諸で工事.水は白調.



1-2 産着卵のみられを沼川での調査時の推定産着事隙

荷 JII 産着卵のみら〈れnf)た範囲の合計 産着推卵定緯の産見着られ卵数た範(粒囲}内の 産着卵平の均見密ら度れ(個た/範nf囲)内の

和軍川 110 25.000 宮崎

安曇川 15 2.0∞ 130 

知内川 230 1.318.ωo 5.730 

次I~知内川I~おける工レクトリック・シヨツカ-IZよる遡上親魚の採捕結果を表21Z示し

だ。このよう|こ合計143尾の親魚が採捕され左ガ、産卵終期の定めかほとんどが雄で、雌は

1尾のみであっ定。怠お、大型の個体lこ混じって 1尾小型のもの(体長60.1nm)が含まれて

い定。例えば震ケ浦巴大小2群が寄在する原因1c1、現在のところ産卵期(ふ化時期)の違う2

群が存在していること!こよるものと考えられているがへ今回の場合は全調査を通じて主群

と出較して明らか!こ小型のものが採捕されたのはこの1尾のみで、原因は不明であるが、こ

の個体の体長1c12月!こおける余呉湖のフ力サギの体長組成の分布範囲内(図のであり、 1月以

降ほとんど成長しないことから、採捕田区上じ較的近い時期巴余呉湖から琵琶湖E流下した

ものが産卵の定め河川区遡上したものである可能性も考えられる。

表21995年4月3日 知内川での産卵遡上親魚採集結果

調査地点 調査時間 採集尾数♂ 標準最体長大 岡
♀ 最小 平均臼1e8Il::ts. e. ) 

梁下30m区間 19:00......19:45 82 1 114.4 伺.1 108. 6::tO. 8* 

H 21 :05......21: 15 59 。 117.5 98.6 107. 8::tO. 7 

湖岸~河口 21:30......21:45 。 113.6 

事量小の個体を除い定残りの平均

5)稚魚の分布調査

稚魚の分布調査結果を表31，こ示す。このよう巴少怠くとも1995年6月Eは琵琶湖全域巴分

布してることが判明し定。上じ較の定めヨシ帯巴おける一曳網当走りの採捕尾数等を示し定

ものが図5である。この結果、北湖の北東岸E特区多い傾向か見られた。
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稚魚の分布調査結果表3
体長(nn)

〈鵬釦:tS.8.) 

21. 1:t0. 1 

21. 7:t0. 4 

22. 6:t0. 2 

23. 1 :t0. 2 

21. 8:t0. 2 

21. 7::!::0. 1 

24. 3:t0. 1 

28. 1 

24. 4::!::0. 2 

26. 1::!::1. 1 

23.5 

23. 4::!::1. 6 

曳網蝿所

スロープ

0.2岩場

2.8ヨシ

3.0ヨヲ

スロープ涜れ藻下

ヨヲ

礎浜

ヨシ・植木・水草

ヨシ

193.9ヨシ

62. 1ヨシ

48.0スロープ

0.2ヨシ

26.8ヨシ・マコモ

0.6マコモ

O. 1ヨシ

1.3ヨシ

重量(，)1曳網当主
り尾数

約500

0.4 

18.0 

15. 5 

2.612 

884 

426 

0.5 

72. 1 

1.3 

0.3 

4.3 

尾数

約1000

3 

36 

31 

0 

0 

0 

0 

0 

2.612 

8倒

426 

216 

4 

13 

曳網回数

内

，

』

守

，

e

n
，

』

内

，

』

4
E・
咽

E
・

n
f』

4
・
・

n，
』

咽

E
-
-
-
-
-
E
B

向

，

』

向

‘

u

向
唱

u

n
‘

u

向
4
U

地点

95/06/02水試港漕(彦根市)

95/06/05海津大崎(西浅井町〉

95/06/09安曇川町南舟木

95/06/09新旭町針江

95/06/09百瀬漁港(マキノ町)

95/06/09舎津町桂浜

95/06/09西浅井町二本松

95/06/09西浅井町月出

95/06/09西浅井町塩津浜

95/06/09湖北町延勝寺

95/06/09びわ町南浜

95/06/12水鼠港漕

95/06/12能登川町大中

95/06/12海江八幡市牧町

95/06/12草津市山田

95/06/12太津市衣川

95/06/12大津市真野

日付

1995年6月9日及び12日調査日

12地点

小型底曳網

調査地点

調査方法

。
数字は1曳網あたりの採捕尾数

印は採捕尾数• 

山田

図5琵琶湖沿岸部ヨシ帯|之おけるワカサギ稚魚の分布.

ヨシ帯でまとまって採捕された南舟木、針江、延勝寺、南浜、枚町、真野区つここで、

それぞれ6.52+0. 72(mean+ 

s. d. )、 7.75+0.98、6.45+0.81、6.40+1. 03、7.75+0.98、7.49+1. 04であった。一元配

置分散分析法巴よりこれら多群閏区有意差がみられ左ので多重出較検定を行つをところ、

有意水準1%で南舟木と針江・校町問、延勝寺と針江・校町問、南浜と針江・真野・校町闘

で差万見られ定。 1曳網当芝りの漁獲量の多い水域で肥満度が低<怠る傾向がうかがえる
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いて肥満度(体重(g)j体長(cm)3X1000)を算出しだところ、



方、枚町では 1曳網当左りの漁獲量が多い~ 10 

も関わらず肥満度が高<怠っているおり、餌 a 8~ 1 

料環境の良いことがうかがわれる。 手 r + ~ ~ I 
I!f 6ト I I I 

(3)問題点等

平

掴 4

値

2 

1995年3月の産卵場調査で産卵が確認され

たこと、 1995年6月巴は稚魚の全湖的な分布

が確認され定こと!こより琵琶湖で再生産して

いることは確実であると思われる。フ力サギ

。甫舟本軍勝寺南浜 針江 真野 牧町

ガ琵琶湖のアユと同様巴動物ブランクトンを

捕食すること、秋期巴はアユ幼魚を直接餌と

地点

図6 稚魚の肥満度の出較.
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することから、ワカサギガ大量巴発生しを場合、アユ資源への影響は無視でき怠いものと

考えられる。アユ資源への影響を少しでも軽減する定め|之は積極的!こ漁獲し利用するのも

一つの万法である。

現在増えつつあるワカサギは昭和20年代まで12.放流されたものが4)細々と生き残ってき定き

ものか、余呉湖などから流下し定ものかどうか、なぜ急!こ増加しつつあるのかなど不明な

点ガ多い。今後、それらの不明怠点を明らか|之するととも巴、フ力サギの増加が一過性の

ものであるのかどうか、漁業への影響の程度はどうか怠ど詳細な継続調査が必要と思われ

る。
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